
喜

田

貞

吉

先

生

の

人

と

学

問

米

倉

郎

一、

昭
和
四
年
夏
休
明
け
の
ま
だ
蒸
し
暑
い
京
大
陳
列
館
内
の
教
室
で
あ
っ
た
。

喜
臼
誇
院
の
国
史
地
理
の
集
中
脅
義
に
出
席
す
る
。
和
服
姿
で
震
に
手
拭
を
ぶ

ら
さ
げ
、
信
玄
袋
を
抱
え
た
匝
舎
の
村
長
さ
ん
の
よ
う
な
風
貌
の
先
生
が
現
わ

れ
た
。
信
玄
袋
か
ら
ノ
ー
ト
と
援
草
と
灰
皿
を
と
り
出
さ
れ
、
椅
子
に
か
け
て

一
服
さ
れ
る
。
君
達
も
疲
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
煙
葦
飲
ん
で
よ
ろ
し
い
。
た

X

し

三
浦
君
な
ど
が
廊
下
を
通
る
時
に
は
控
え
る
よ
う
に
と
仰
し
ゃ
る
。
三
滞
君
と

は
一
二
浦
周
行
先
生
の
こ
と
で
国
史
の
先
任
教
授
で
厳
格
を
以
て
開
え
て
い
た
。

生
来
の
野
人
で
あ
わ
れ
た
事
由
先
生
は
性
格
的
に
三
橋
先
生
と
は
そ
句
が
合
わ

れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

喜
四
先
生
は
ロ
も
八
丁
手
も
八
丁
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
方
で
、
自
由
奔
放

に
患
っ
た
通
り
の
事
を
酌
・
に
笈
を
着
せ
ず
に
云
っ
た
り
書
い
た
り
さ
れ
た
。
考

古
学
の
浜
回
耕
作
先
生
が
寮
生
武
士
器
に
つ
い
て
の
鰐
義
の
折
、

自
分
が
イ
ギ

リ
ス
留
学
か
ら
帰
っ
て
新
設
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
喜
回
先
生
か
ら
「
浜
田
は
洋

行
し
て
E
何
度
に
な
ワ
た
」
と
叱
わ
れ
た
と
苦
笑
し
な
が
ら
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
喜
問
先
生
の
講
義
は
談
議
風
発
で
大
変
面
白
か
っ
た
が
、
さ
て
何
を
聞
い

た
か
今
は
思
い
出
せ
な
い
。
あ
ま
り
に
も
多
く
の
こ
と
を
短
時
聞
に
承
わ
っ
た

為
で
あ
ろ
う
。

喜
四
先
生
は
講
義
中
百
万
遍
の
と
あ
る
宿
坊
に
糟
在
さ
れ
て
い
た
。

た
ま
た
ま

北
海
道
の
白
老
?
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
曾
長
以
下
絞
勢
ニ

O
人
位
民
族
舞
踊
の

シ
ョ
ウ
の
た
め
大
阪
ま
で
来
た
が
、
大
阪
の
興
業
主
が
お
も
わ
く
が
は
ず
れ
て

放
り
出
し
た
為
に
路
頭
に
迷
う
こ
と
と
な
り
事
回
先
生
に
泣
き
つ
レ
た
c

先
生

は
彼
等
を
独
で
自
分
の
宿
坊
に
収
容
さ
れ
た
。

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
信
長
が
喜
回
先
生
の
親
切
を
市
肢
を
流
し
て
語
っ
た
こ
と

一
日
受
講
生
一
向
そ
の
シ
ョ
ウ

は
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。

喜
田
貞
士
口
先
生
が
逝
か
れ
て
か
ら
、

は
や
四
十
年
が
過
ぎ
た
。
喜
回
先
生
が

今

B
の
日
本
歴
史
地
理
学
の
開
祖
の
一
人
で
あ
ら
れ
る
こ
と
は
、
み
な
人
め
良

く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
直
接
先
生
の
講
症
に
到
し
得
た
者
え
次
第
に
減
む

て
行
く
の
で
、

そ
の
幸
運
に
浴
し
た
者
の
一
人
と
し
て
、

あ
り
し
自
の
先
社

Jr

思
い
出
を
記
し
て
お
く
こ
と
も
無
意
義
で
は
な
レ
か
と
考
え
、

本
号
監
修
者
め

要
請
に
答
え
る
こ
と
‘
ふ
し
た
。

- 10-

喜
田
先
生
は
明
治
四
年
一
月
の
誕
生
で
昭
和
六
年
還
麿
に
達
せ
ら
れ
た
。
明
笠

七
年
京
大
で
の
受
講
生
が
中
心
に
な
っ
て
そ
の
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。
そ
れ
に

感
激
さ
れ
た
先
生
は
「
還
暦
記
念
六
十
年
之
回
顧
」
と
題
す
る
こ
七
四
頁
に
わ

た
る
自
叙
伝
を
昭
和
八
年
に
ま
と
め
ら
れ
、
門
下
有
志
者
に
く
だ
き
っ
た
。
先

生
は
生
涯
日
記
を
お
つ
け
に
な
っ
て
い
た
よ
号
で
先
生
め
足
跡
e

は
本
警
に
詳

述
さ
れ
て
お
る
。
ま
た
日
本
歴
史
地
理
学
会
は
織
関
誌
歴
史
地
理
の
七
十
四
条
」

二
号
(
昭
和
十
四
年
八
月
号
)
を
喜
田
博
士
追
悼
号
と
し
て
特
輯
し
、
諸
家
の

追
悼
を
集
録
、
そ
れ
は
二
号
だ
け
で
足
ら
ず
三
号
に
及
ん
で
い
、
る
。
以
下
主
と

し
て
右
の
文
献
に
墓
き
先
生
の
学
界
に
お
け
る
足
跡
一
一
般
を
紹
介
し
よ
号

C

一一、

先
生
は
徳
島
県
小
松
島
市
の
南
部
の
働
側
の
農
家

K
生
を
受
け
ら
れ
た
。
徳



三
高
(
現
在
京
大
教
養
部
)

十
九
年
卒
業
、

島
中
学
、

を
経
て
東
大
で
国
史
科
に
学
び
明
治
二

引
続
き
大
学
院
に
出
版
を
置
か
れ
た
。
研
究
題
目
は
「
日
本
の

歴
史
地
理
」
で
あ
っ
た
。
大
学
院
の
研
究
テ

i
マ
に
歴
史
地
涯
を
選
ば
れ
た
の

は
お
そ
ら
く
先
生
を
以
て
鴨
矢
と
寸
る
で
あ
ろ
う
。

明
治
三
十
二
年
四
月
、
先
生
は
当
時
会

J

生
と
し
て
先
生
宅
に
よ
く
集
ま
っ
て
来

ち
れ
た
堀
田
澄
左
右
、
経
由
即
日
、
小
林
庄
次
F
H
氏
を
い
お
め
、
大
学
院
の
向
懲
先

輩
な
ど
合
せ
て
十
入
札
τ
禿
起
人
と
し
、
緩
成
員
に
は
東
大
国
史
家
の
先
生
方
き

ら
に
吉
田
東
伍
、

小
一
時
文
次
郎
な
と
、
同
一
一

d

究
の
知
名
士
を
加
え
口
本
歴
史
地
震

研
究
会

(
後
に
日
本
歴
史
地
理
会
ム
ロ
と
改
名
)
を
組
織
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ

月
刊
の
機
関

ζ

「
存
史
地
問
町
一
」
を
交
刊
さ
れ
た
c

巻
頭
の
学
会
設
立

の
十
月
、

趣
意
事
自
に
よ
れ
ば
、

古
今
東
西
名
歴
史
あ
り
、

1
中田舎
H

歴
史
は
決
し
て
空
中
の
楼
閣
に
あ
ら
ず
、

国
家
ふ
れ
ソ
、
u
n
会
と
国
家
と
あ
り
て
初
め
て

地
あ
わ
て
初
灼
て
紅
会
あ
町
、

際
由
入
あ

η
、
歴
史
と
勉
副
社
と
隣
る
釘

J

か
わ
ざ
る
の
畑
作
一
実
に
こ
こ
に
存
す
。

中
零
E
五
日
人
は
此
間
に
船
か
す
べ
か
鼻
り
ざ
る
一
ι

大
国
立
訟
の
存
す
る
を
信
ぜ
ん
と

す
、
創
れ
れ
ど
も
、

し
ゃ
け
ん
の
一
ヤ
究
に
わ
し
て
は

t
中
零
H

わ
が
歴
史
地
理

研
一
究
会
の
主
と
し
て
正
づ
ら
ん
と
寸
る
所
に
ふ
ら
ず
、

R
中

伊

各

自

地
建
は
最
も
価
値
ふ
る
史
れ
め
一
つ
と
し
て

史
的
事
実
研
究
上
野
少
な
か
ら

ざ
る
光
明
を
与
「
る
も
在
日
比
と
へ
し

」
れ
を
以
て
史
家
は
到
底
地
問
祉
を
関
却

寸
る
虻
わ
ざ
る
な
町

uu
中
伊
丹
・
れ
わ
れ

邦
国
に
お
い
ニ
¥
そ
の
古
代
地
帯

e
J

の
研
究
よ
り
始
め
ず
ん
ば
、

各
時
代
歴
史

の
真
相
は
到
底
号
か
ご
ろ
此
わ
ぎ
る
な
町
、

臼
広
歴
史
地
理
研
究
会
の
起
ら

ぎ
る
可
か
ら
ぎ
る
所
以
実
に
こ
こ
に
あ
円
。
目
下
田
舎
H

す
な
わ
ち
、
位
入
の
同
社
法
の
研
究
は
人
文
地
理
学
に
を
ね
、

歴
史
地
坪
め
研

究
は
歴
史
の
解
明
に
資
す
る
一
う
の
有
力
な
史
料
と
し
て
各
時
代
の
地
好
会
一
究

め
、
そ
の
芳
、
還
を
明
か
に
す
る
に
あ
る
と
し
た
c

こ
の
趣
主
主
は
お
そ
ム
〈
先

生
が
起
草
さ
れ
た
'
も
の
で
歴
史
地
理
を
、

史
家
の
有
力
た
る
巾
了
、
れ
の
十
つ
と
し

て
研
究
す
る
と
い
う
、

歴
史
め
補
助
学
と
し
て
の
歴
史
地
間
三
千
を
行
一
一
一
目
し
た
。

喜
田
歴
史
地
間
二
千
の
特
色
と
ま
た
そ
の
限
界
ー
も
こ

L

に
即

d

ム
か
で
あ
る
c

明
治
三
十
四
年
先
生
は
文
部
符
の
間
需
審
査
じ
に
作
一
五
一
ム
れ

教
U
H
p
h
め
治
山

定
か
ら
や
が
て
国
定
教
科
書
の
編
纂
に
従
わ
れ

ξ

こ
と
」
な
ぺ
た
む

明
治
三
十
八
年
い
わ
ゆ
る
法
時
コ
ザ
爪
川
区
一
一
律
非
再
建
の
治

ι

ア
に
J
J
h
e酌
引
J
r
h
J

お

た
。
日
本
書
紀
に
法
見
土
寸
は
そ
智
天
皇
九
佐

(
六
七
、
し

一
昨
去
す
た

時四日ア

た
と
れ
凡
え

現
在
め
J

マ
ザ
陀
は
和
的
州
凶
れ
再
一
廷
土
寸
る
わ
が
町
民
山
一
尚
一
抽
出
ご
小
J
l
r

混
損
部
先
生
の
説
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
わ

小
軒
先
H
1

は
ふ
u
m
H
a
L
H
1
i
昨

m
m
h
u

土

大
先
輩
で
僚
白
人
地
珂
研
究
会
の
転
向
で
も
あ
ム
れ
た
。

1 1 

」
れ
に
九
円

L
沖吐
h
f
d
L
'可

め
問
軒
一
点
先
生
が
法
問
昨
十
す
の
様
式
論
か
ら
で
K
昨
今
主
犠
打
尚
一
位
為
」

古
一
吋
九
つ

雑
誌
に
発
表
さ
れ

史
学
雑
誌
の
記
者
保
問
料
作
品
冗
う
が
こ
れ
に
訴
事
F

会
式
出

さ
れ
た
。

ヘ
〆
¥
五

4

口
百
一
ち
か
-

こ
れ
に
対
し
表
出
先
ザ
は
完
封
市
小
松
失
せ
を
ず

fA
寸

ヰ
子
氏
ま
た
受
け
て
守
一
色
、

そ
れ
ぞ
れ
二
一
一
此
料
、

K
4申

-
1リ人

U
z
-
-
目。
H

俳

E
L
F
r
i
t
ム

ア

ル

F

学
科
わ
料
引
佐
で
ふ
〆
た
c

同
千
鶴
一
託
に
き
pn
に
同
μ

史
地
帯
札
に
相
次
レ
で
そ

tr
十
一

こ
の
法
除
十
一
寸
議
今
は
十
九
一
正
十
五
年

h
4出

土
庁

A
J
F
K
字
病
が

pvい
兄
き
恥
、

パ
)
市
官
~
は

そ
の
下
コ
一
米
に
あ
旬
、
そ
め
一
中
に
軒
蓋
で
嶺
わ
わ
た
孔
が
去
っ
て
手
引
別
手
r
r
u
m

さ
ら
に
昭
和
十
四
々
丘
一
臥

寺
西
院
倣
t
t
約
束
十
間
に
あ
っ
た
と
き
れ
て
き
た
主
主
伽
Sm
わ
発
拡
が
一
行
士
伝
、

こ
れ
が
実
智
九
主
に
時
vut〈
し
た
法
隆
士
?
と
い
ち
こ
と
・
寺
格
式
訟
者
4
、
誌
は
ド
る
こ

と
に
な
り
、
現
法
降
十
マ
い
か
そ
め
絞
再
開
吐
き
れ
た
も
の
と
寸
る
石
印
刷
円
十
託
い
か
も

d

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
こ
と
で
再
燃
し
た
。

利
と
な
っ
た
。

(
近
鉄
総

舵
観
法
隆
寺

昭
和
二
四
年
)



法
隆
寺
論
争
に
続
い
て
平
城
京
社
に
つ
レ
て
も
関
野
、
喜
四
両
先
牛
間
に
論

争
が
勃
発
し
た
。
喜
田
先
生
は
謄
史
地
理
専
攻
め
立
場
か
ら
平
城
京
社
に
つ
い

て
は
か
ね
て
調
査
を
行
わ
れ
て
い
た
が
間
軒
先
生
は
奈
良
県
技
師
と
し
て
客
年

に
わ
た
る
調
査
研
究
を
明
治
三
十
九
年
珪
築
学
会
な
ら
び
に
建
築
雑
誌
に
発
表

さ
れ
た
。
会
問
先
生
こ
れ
に
対

L
個
人
的
に
所
見
を
述
べ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
南
野
先
生
が
「
平
城
京
及
+
へ
内
泉
考
」
と
し
て
所
論
を
ま
と
め
ら
れ
学
位

議
文
と

l
て
見
出
さ
れ
東
大
工
科
大
学
(
工
学
部
)

よ
り
工
学
博
士
の
学
位
を

を
け
戸
川
れ
、
論
文
は
山
花
澄
ー
と
し
て
公
表
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
喜
目
先
生
の
猛
烈

な
立
判
判
J
J
H
t

史
地
開
刊
誌
上
に
相
継
い
で
抱
政
さ
れ
る
こ
と
与
な
っ
た
。
す
な
わ

ゆ
円
「
平
城
京
の
国
王
を
論
ず
」

J
J

八
九
」
二
回
ち
か
ら
十
一
号
に
か
け
て
八
回
、

が
十
こ
を
二
ロ
ヴ
か
仲
町
十
三
共
同
五
号
に
か
け
て
九
回

「
千
世
叫
一
京
及
十
ヘ
内
裏
表
7

評
論
」

に
及
人
だ
。
主
た
る
争
点
は
平
城
京
研
究
の
先
駆
者
北
浦
定
政
の
復
原
図
に

京
H
V
J
M
K

北
辺
条
が
賢
か
れ
て
い
た
め
を
、
は
じ
め
関
野
貞
博
士
一
が
そ
れ
に
従
わ

れ
て
い
た
の
を
表
出
先
生
が
否
定
さ
れ
た
。

の
も
関
野
博
士
も
北
辺
条
を
削
ら

れ
た
が
、
そ
れ
は
大
和
盆
地
京
南
条
塁
の
研
究
か
ら
の
訂
正
で
あ
っ
た
。
こ
の

大
和
条
閉
じ
に
つ
い
て
関
駅
侍
士
が
平
城
京
計
画
前
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
た
と
き

れ
る
の
に
対
し
、
耳
目
先
生
は
こ
れ
を
後
と
さ
れ
た
。

な
お
尺
度
に
つ
い
て
関

腕
引
惇
士
が
九
寸
八
今
弱
と
さ
れ
た
の
に
対
し
喜
田
先
生
は
文
献
か
ら
九
寸
七
九
万

五
梅
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と

L
、
↑
東
は
慨
に
お
け
る
条
坊
と
条
里
の
延
長
の
比
較

か
ら
こ
れ
を
証
明
さ
れ
る
と
さ
れ
た
。

事
国
先
生
は
こ
の
平
城
京
に
関
す
る
研
究
を
主
論
文
と
し
て
学
位
の
審
査
を

工
科
大
学
に
求
め
ん
と
さ
れ
た
が
主
任
の
均
一
本
教
授
は
審
査
に
適
す
る
者
が
居

な
い
と
体
良
く
逃
げ
ら
れ
た
の
で
文
科
大
学
に
提
出
き
れ
る
こ
と
に
な
り
、

治
四
十
二
年
文
学
博
士
の
学
位
を
得
ら
れ
た
。

先
生
は
こ
の
学
位
論
文
を
文
科
大
学
紀
要
左
し
て
公
判
を
要
望
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
至
ら
ず
大
学
に
保
管
き
れ
て
い
る
問
に
大
正
十
二
年
の
震
災
で
焼
侠
し

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
先
生
の
平
城
京
を
は
じ
め
古
代
の
諸
京
に
開
閉
す
る

研
究
の
概
要
は
大
正
四
年
「
帝
都
」
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
v

る。

平
城
京
に
つ
い
て
の
知
見
は
関
野
、
喜
田
両
先
生
の
論
争
に
よ
っ
て
大
い
に
広

め
ら
れ
た
。
戦
後
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
よ
め
平
城
官
発
掘
調
杏
が
行
わ

れ
て
い
る
の
も
両
先
生
検
討
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、

き
ら
に
発
掘
に
よ
る
精
査

ιrd
宮
十
八
怯
押
し
て
い
る
理
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
既
往
の
研
究
に
よ
る
一
坊
豆
一

八

C
丈
の
方
眼
に
よ
る
基
礎
プ
ラ
ン
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
大
路
が
八
十
人
で
あ

っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
が
小
路
は
必
し
も
問
丈
の
み
で
な
く
、

ぎ
た
十
八
院
の
臨

を
媛
定
以
上
に
広
げ
る
場
合
し
に
は
西
側
の
好
か
ち
、
こ
れ
を
削
杓
と
っ
た
こ
と

(
坪
井
清
足
・
鈴
木
嘉
吉
埋
も
れ
た
宮
態
と
寺
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が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

時
'f口

な
お
尺
度
に
つ
い
て
は

0
・
九
七
尺
か
ら

0
・
九
七
七
尺
ま
で
淳
一
丹

に
よ
っ
て
小
差
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

宣
口
回
先
生
は
当
初
専
ら
文
献
史
料
を
駆
使
し
て
法
隆
寺
さ
ら
に
平
城
京
に
つ

勘
九
年
)

い
て
関
野
博
士
等
を
論
破
せ
ん
と
試
み
ら
れ
た
。
し
か
し
論
争
の
過
程
で
鵠
献

の
拠
り
所
と
す
る
様
式
を
も
、
例
い
否
定
寸
る
立
場
か
ら
に
・
も
せ
よ
、

自
ら
併

題
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
ら
れ
、

掌
‘
地
と
実
物
の
検
証
に
努
め
ち
れ
る
よ
う
に

な
ら
れ
た
。

か
く
て
先
生
は
歴
史
地
理
学
か
ら
、
さ
ら
に
考
古
学
、

民
解
乍
、

民
俗
学
な
ど
文
献
史
料
以
外
の
資
料
・
を
も
用
い
る
隣
接
科
学
の
研
究
に
広
〈
手

を
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明

一一

こ
の
問
、
喜
回
先
生
は
本
職
の
文
部
省
役
人
と
し
て
国
定
教
科
書
の
編
纂
に



当
た
ら
れ
た
が
南
北
朝
の
取
投
い
に
つ
い
て
、

国
定
教
科
書
の
そ
れ
が
国
体
の

一
部
教
育
者
か
ら
、

さ
ら
に
議
会
の
間
川
市
砲
に
交
一
反
し
た
。
か
く
て
先
生
は
明
治
四
十

四
年
文
百
件
一
限
令
に
よ
わ
休
職
処
分
に
竹
ゼ
ム
♂
れ
た
。
先
に
久
米
誌
武
先
生
が

尊
厳
を
犯
す
お
そ
れ
あ
の
と
し
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
と

わ
匂
あ
げ
ら
れ
、

一いお
1
h引
は
恒
三
大
の
大
一
い
~
な

h

↑
で
去
の
右
翼
の
攻
撃
に
よ
っ
て
お
を
去
ら
れ
た

〆
U

に
勺
ぐ
筆
裕
に
よ
ミ
パ

1
・
ン
で
み
r
っ
た
c

二
小
町
旧
一
わ
-
い
、
会
』
去
』
つ
は
ι
冗
ハ
笠
の

一
六
十
年
之
町
長
」
に
一
一
♂
と
さ
れ
て

L
-
z
c

大
正
二
会
え
竺
ml
」
刊
い
取
は
品
宿
駅
と
な
ら
れ
た
。

さ
て
先
生
の
京
大
で
の
司
期

山一内
d

回
目
抜
可
臥
ι
↑ー
ι
L
L

は

そ
の
一
句
京
大
出
入
学
科
わ
創
設
に
当
っ
て
お
ら
れ
明
沼
田

十
一
年
ι
γ
h
T
E
E
回
先
生
を
丈
志
よ
い
ち
訟
の

r

ま
L

理
一
門
戸
駅
に
招
世
間
さ
む
て
レ
た
い
か

什内問帆
4
A
抑
制
に
よ
ウ
て
蕊
任
ま
ら
託
に
が
い
工
げ
さ
れ
た
c

内
田
先
生
は
教
授
m
h

ボ
ス

ト
守
二
民
実
さ
れ
た
よ
号
だ
が
、

誇
d

E

F

U

戸
増
設
は
当
時
も
現
在
と
同
じ
く
困
難
で

あ
っ
た
よ
号
だ
。

十
、
正
七
年
早
稲
田
大
学
め
吉
田
一
取
伍
博
士
が
退
去
さ
れ
た
。
喜
田
博
士
は
そ

の
佼
任
に
と
交
渉
を
受
け
ろ
れ
た
が
詳
返
さ
れ
た
と
の
こ
と
、

こ
の
事
を
内
田

博
士
に
話
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

自
今
が
早
大
に
'
け
っ
て
京
大
教
慢
の
一
地
位
を
譲
り

た
い
w

と
こ
円
い
出
さ
れ
た
と
い

R
O

友
情
に

Ed
く
名
利
に
と
ら
わ
れ
な
い
内
臼
先

生
の
面
白
が
し
の
ば
れ
る
。

」
の
一
一
円
出
先
生
が
大
正
八
年
急
逝
さ
れ

喜
田
先

生
は
そ
の
後
任
に
即
治
活
"
さ
れ
た
。

二
二
工
ば
べ
保
町
正
J
J
I
H

つ
ま
で
は
と
日
思
議
行
い
き
で
、

こ
れ
守
一
札
H
A

け
伴
勺
れ
た
c

大
正
+
一
二
年
に
ま
た

L
と
わ
誇
院
に
円
山
川
町
、

同
町

d

に
東

北
大
か
れ
-
の
要
請
を
受
け
ら
れ
、

h
u

後十日一十八
zy)

東
北
大
と
を
か
け
持
で
秀
義
を

も
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
初
、
先
生
は
京
大
で
古
代
ぞ
か
一
受
け
も
た
れ
、
従
来
の
文
献
由
主
十
か
F

勺
古

壊
や
そ
の
他
市
川
賞
掛
、

遺
物
な
と
の
考
古
学
に
目
を
開
か
れ
、
き
ら
に
進
ん
で

倭
人
の
民
族
学
的
研
究
へ
と
発
展
さ
れ
た
。

か
く
て
億
人
雑
誌
一
民
桜
と
竪
史
一

を
十
八
十
比
八
年
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

さ
ら
に
先
生
は
同
和
問
題
の
研
究
に
ヨ
一
ノ
¥
証
一

着
日

れ

「
村
会
史
研
究
一

と
改
め
ら
れ
一
迭
さ
わ
十
ロ
ワ
に
宗
一
ム
〆

l

れ
で

誌
名
を

が
震
災
の
影
響
で
一
廃
刊
さ
れ
た
。

発
表
さ
れ
た
註
文
総
h
M
は
犬
小
二
十
日

p
r
g
に

及
ば
れ
た
c

認
定
三
年
に
は
転
た
に
ご
東
北
文
化
手
究
一
を
党
利
主
れ
、

h

ち
く
わ
考
↓
三
一
一
々

を
I

U

J

Z

民
!
之
ナ
パ
ι
子
に
集
結
さ
れ
た
c

ム
一
己
主

F
な
F
U
H

仁

εに
at
一
度
し
↓
-
r

か
く
わ
如
く
し
て
先
生
わ
発
表
さ
れ
た
詩
文
、
銀
山
野
は
配
れ
し
写
ま
で
仁
一

三
F
(
λ

〕
霞
の
乞
Y
L
F
t
k
h
u

ぼ
勺
て
お
る
c

三
工
、
F

f

t
土

佐

-

b

w

h

一

レ

プ

J

t

r
イ

J

:

d

E

一

J
'
f
F
1
4

一

J凡2 

と
え
る
に
伝
一
ぎ
な
い
i

b

な
お
町
内
生
一
一
一
十

三
件
の
山
下
ば
「
汁
ダ

， • 

炉

↑
〔
と
す
川
知
}
理
」
ま
た
講
義
一
伝
と
し
て
(
日
本
位
只
」

「
れ
一
民
地
祢
一
一
ヰ
リ
ι

」
ー

!』い
4
t
u
ν
F

先
生
は
侵
入
で
の
研
究
旅
行
を
好
ま
れ
た
。

明、
f
二
二
去
年
以
烹
め
い
-
一
伝
子
ム

旅
行
一
円
訟
七
百
回

宮
内
は
北
海
道
か
ら
油
、
綿
一
県
ま
で
足
肘
問
、
主

ι/
ざ
ミ
な

r
ι
~

外
も
い
朝
鮮
、
満
州
に
及
ん
で
お
ら
れ
た
。

こ
の
よ
号
に
同
町
め
眠
状
ま
る
昭
も
な
く
研
究
休
日
行
常
一
行
い
た
が
ム
タ
エ
く
れ
K
U
F
'
F

い

止
ゲ
」

j

付
さ
れ
た
秘
法
を
い
料
っ
た
と
こ
ろ
国
史
大
系
な
と
め
綬
十
市
中
~
仁
は
工
芯
即
日
¥

さ
れ

一
部
は
ば
ら
し
て
必
要
部
分
だ
け
旅
行
に
冷
需
き
お
、

前
い
ん
作
』

fJ
作
日
ム
ハ
で

ー
も
詩
文
を
ι
h

問
答
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
き
三
た
c

生
は
原
和
十
年
前
娯
癌
に
か
ー
ム
ム
♂
れ
た
が
、
ヰ
ア
桁
に
よ
円
奇
践
的
に
い
門
ん
な
二

れ
、
明
伎
に
、
卑
設
旅
行
さ
れ
る
ほ
ど
元
気
に
な
ム
れ
た
。

し
か
し

m'丸一
L
トヰ

胃
痛
に
か
与
わ
れ
遂
に
手
術
中
に
逝
去
さ
れ
た
。
院
に
L
h

寸
九
4
1
で
み
に
一
七
円
七

r

(
昭
和
五
一
!
五
二
年
度
会
長

Hι{長
修
道
大
学
商
竿
配
転
経

-
t
£

大
学
名
誉
教
授
)
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